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8)TwinBlockApplianceを 装 着 しガ ム 咀 嚼 し

た 時 の 前 頭 前 野 に お け る脳 活 動

○吉永 聡,廣 瀬 将邦1,中 村 真治1,氷 室 利彦1

(奥羽大 ・大学院 ・顎顔面口腔矯正学

奥羽大 ・歯 ・成 長発育歯1)

【目 的 】TBA装 着 直 後 は,下 顎 が 強 制 的 に 前

進 され るの で 違 和 感 が 生 じ,こ の 時,情 動 を司 る

前 頭 前 野 領 域 の 脳 活 動 に つ い て は 未 だ 明 らか に

な っ て い な い 。

そ こ で,TBAで 下 顎 を前 進 し,ガ ム 咀 嚼 した 時,

装 着 直 後 の 不 快 感 を Ⅱ級1類 不 正 咬 合 者 に お け る

前 頭 前 野 の 脳 活 動 か ら明 らか に す る こ と を 目的 と

した 。

【方 法 】 対 象 は 口腔 周 囲 筋 の 緊 張 を認 め る Ⅱ級

1類 成 人 男 性10名,健 康 なI級 成 人 男 性lO名 と

した 。

TBA未 装 着 お よ び 装 着 し,下 顎 を 段 階 的 に

Omm,2mm,4mm,6mm,8mm前 方 移 動 させ,

ガ ム 咀 嚼 を 行 っ た。 各 条 件 で の 計 測 後 にVAS

(VisualAnalogScale)に よ る 内 省 報 告 を得 た 。

脳 機 能 測 定 に は 光 トポ グ ラ フ ィ(日 立 メ デ ィ コ〉

を 用 い た。 統 計 学 的 解 析 は,Wilcoxont-testお

よぴMann-WhitneyU-test,Wilcoxont-testwith

Bonferronicorrectionを 行 っ た 。

【結 果 】1.内 省 報 告 で,未 装 着 時 に 対 し,装

着 お よ び 下 顎 前 進 量 に伴 っ て 不 快 感 の 大 き さは 有

意 に増 加 した(p<0.05)。

2.I級 群 と Ⅱ級 群 の 装 置 未 装 着 で,I級 群 に 対

し Ⅱ級 群 でOxy-Hb濃 度 が有 意 に低 い 値 を示 した

(Ch8)(p<0.05)。

3.I級 群 の 装 置 未 装 着 と装 着 で,装 着 時 に 統 計

学 的 に 有 意 にOxy-Hb濃 度 が 上 昇 し た(Ch16,

23)(p<0.05)。

4.Ⅱ 級 群 で,未 装 着 に 対 し て 装 着 時(Chl5,

19),前 進2mm(Ch15,l9),4mm(Ch15),

8mm(Chl5,19)で,統 計 学 的 にOxy-Hb濃 度
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が上昇した(p<0.05)。

【結 論】TBA装 着直後では,下 顎 の前進移動

量を増加させて も前頭前野における不快感は増加

しないことが示唆された。
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